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は じめ に 方　法

　血中特異 IgE 抗体測定は ， ア レ ル ギー疾患 の 診断に

汎用 される検査 の
一

つ だが，使用するキ ッ トに よ っ て

その 判定結果が乖離するな ど，キ ッ ト間で 互換性が な

い と報告 され て い るv −4〕．こ の 原因 として，各キ ッ ト

で使用 して い る抗原 の 量や質，結果 の 表記法お よ び測

定原理 の 違 い が指摘され て い る．

　AlaSTAT 法 と CAP 法を比較 した とこ ろ ， ネ コ 抗原

で は他 の 抗 原 に 比 べ て AlaSTAT 法 の 陽性例 が CAP

法 に 比 べ て 多 く認 め られ た．ま た ， ネ コ 抗 原 が

AlaSTAT 法陽性か つ CAP 法陰性の 例で ヤ ケ ヒ ョ ウ

ヒ ダ ニ 抗原の特異 IgE 抗体価が高 く， ネ コ の プ リッ ク

テ ス トが陰性 となる こ とを続 けて経験 した．

　in　vivo 検査 の プ リ ッ クテ ス ト用 イ ヌ エ キ ス で は ，

ヒ ョ ウ ヒ ダニ 抗原の 混入 に よる偽陽性が認め られると

報告され て い る5）．

　そ こ で ，今回我 々 は ，ヒ ョ ウ ヒ ダ ニ 抗原の 混入が

CAP 法との測定結果の乖離原因と考え ， RAST 抑制試

験に よる AlaSTAT 法ネ コ 抗原中 の ヒ ョ ウ ヒ ダニ 抗原

検出を試みた．
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1．対象

　Haniffin　J．　M ．　and 　Rajka　G．の 診 断基準 に よ りア ト

ピー性皮膚炎と診断された 21例 （男 12例 ， 女 9 例）を

対 象とした．

2．特異 IgE抗体の測定

　キ ャ ッ プ RAST 　FEIA （フ ァ ル マ シ ア ・ア ッ プジ ョ

ン （株）；以下 CAP 法）の ネ コ 皮屑お よ び ヤケ ヒ ョ ウ

ヒ ダニ を用 い て 血 中の 特異 IgE抗体を測定 した ．

　ア ラス タ ッ ト特異 IgE （日本 DPC ；以下 AlaSTAT

法）の ネ コ 上皮 お よびヤケ ヒ ョ ウ ヒ ダニ を用 い て 血清

中 の 特異 IgE抗体 を測定 した．

3．RAST 抑制試験

1）イン ヒ ビ ターの 調製

　ネ コ 皮屑お よびヤケ ヒ ョ ウ ヒ ダ ニ の 凍結乾燥粉末

（Pharmacia ＆ Upjohn　Allergon　AB
，
　 Sweden）各 1g

に 0．lM リ ン酸緩衝液 20m1 を加えて室温で 2 時間振

とうした後 ， 遠心 し， 上清をイ ン ヒ ビ ター原液とした．

2）抑制試験

　ネ コ 抗原陽 陸血 清 30 μ1に
，

イ ン ヒ ビ ター
原液 ，

お よ

び 0．1M リ ン 酸緩衝液で 10倍，100倍，1000倍に希釈

した もの を 20μ1加え て，室温 で 2 時間イ ン キ ュ ベ ー

トした．こ れ を，被 検 検 体 と し て CAP 法 お よ び

AlaSTAT 法を用 い て ネ コ 抗原 に対する特異 IgE 抗体

を測定した．対照は ，イ ン ヒ ビ ターの代わ りに同緩衝

液を血清に添加 した もの とし， 結果は抑制率で 表わ し

た ．
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　Fig，1．　 RAST 　inhibition　tests　with 　CAPnegative／AlaSTAT　posltive　sera （C − ／A ＋ ）

by　cat 　allergen 　in　AlaSTAT ．

　Responses　to　cat 　allergen 　 were 　illhib［ted　by　addition　of　house　dust　mite 　extracts

butnot　by　cat 　dander　extracts ．

　◇ Patient　No ．8 （lnhibitor：cat　dander　extracts ）

　 口 Patient　No，13　（lnhibitor： cat 　danderextracts）

　△ Patient　No ．18　（Inhibit〔，r ： cat 　danderextracts）

　OPat正ent 　No ．21　（lnhibitor：ca しdander　extracts ）

　◆ Patient　No．8 （lnhibitor：house　dust　mite 　extracts ）

　■ 1’atient 　No ．13 （lnhibitor：house　dust　mite 　extracts ）

　▲ Patient　No ，18 （lnhibitor：house　dust　mi しe　extracts ）

　● Patient　No ．21 （lnhibitor：house　dust　mite 　extracts ）

結 　果

1．CAP 法 陰 性／AlaSTAT 法 陽性 （C −
／A ＋ ）例 の

AlaSTAT 法に よ る RAST 抑制試験

　Table　1 に 示 した，ネ コ 抗 原 に 対する特異 IgE 抗体

価が C − ／A ＋ とな っ た 4 例 （patient　No．8，13，18，

21） で，AlaSTAT 法に よ る RAST 抑制試験 を 実施 し

た．い ずれ の 検体 もネ コ エ キ ス の添加に よ る反応 の抑

制が認められなか っ たが ，ヤ ケ ヒ ョ ウ ヒ ダ ニ エ キ ス の

添加 に よ り容量依存的か つ 反応 の ほ とん どが抑制さ れ

た （Fig．1）．

2．両者ネコ 抗原陽性例 （C ＋ ／A ＋ ）の RAST 抑制試験

　Table　lに示 した ， ヤケ ヒ ョ ウ ヒ ダ ニ 抗 原 に対す る

特異 IgE 抗体価が ，両 キ ッ トで 測定範 囲を越え，か つ

ネ コ 抗原が陽性 （C ＋ ／A ＋ ）で あ っ た重症例 2 例 （pa −

tientNo ．3
，
7）を用 い て

，
　 RAST 抑制試験 を実施 した

（Fig．2）．

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Society of Allergology

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　of 　Allergology

畑 r 恵子他 367

120

1eo

80

8eo5

署
蚕 4。

20

0

Blank 1／1000　　　 1／100　　　 1〆io

　 DiOution　@of 　 昌Ilorg6n@　oxtrac

1

1

0

0

O6
°

ﾍ、

0o lenk1 ／1000 　　　1 ／100　　

　 1／10 　DIIution　of　 allerg ● n　e

racts　 Fig ．2．　RAST　inhibition　 tests　with　CAP　positive ／AlaSTAT　 positive 　sera
C ＋／A ＋） 　（ a）Responses 　tDcat　allergen 　were　inhibited　by　addition 　of 　cat　dander　extr

ts 　butnot 　by　house　dust 　mite 　extracts 　in　CAP　RAST．（ b）Responses 　 of　patient 　N

D7t  catallcrgen 　were　inhibited 　 by　Dnly 　cat 　dander　extracts　 but 　responses 　of　pat

nt 　No．3were 　inhibited 　 by　both 　 cat　dander　and 　house　dust 　mite 　extracts　in

AlaSTAT． 　◇Patients 　No． 3 （lnhibitor ：cat 　dander 　 extracts），OPattents　No． 7 （lnh

itor ：catdanderextracts ），◆PatientNo． 3 〔lnhibitor：house 　dust　mite　extract
j ，●PatiemNo ． 7 　（lnhibitor ：house 　d し1st　mite

ext

cts）． 1 ／1 　 AlaSTAT 法におい て ， 1

は ネ コ お よ び ヤケヒョ ウ ヒダ ニエキスの両 者で 抑

が 認 め ら れた ． 1 例はネコ エキ スの添加だけが 反応

抑 制 し た． 一方 ， CAP 法 に お いて， い ずれの例

ネコエ キスの添加により容量依 存 的 に 反応 は 抑 制

れ たがt ヤケヒョ ウ ヒダ

エ キス

では抑制され な かっ た． 考　察 　今回， 2 種 の

異 工 gE
抗 体測定 キ ッ ト を評価 したと こ ろ， ネ コ

原に おいて両 者 の結果 が， 他の抗
原より も大きく 異

っ た ． す なわ
ち

， C − ／ A＋ が 多く認め ら れ， C ＋ ／

黷ﾍ ，
1
例も 認 められ な か っ た ． ま た ，これ らの C

／ A ＋は

ヤケヒョウヒダニ IgE 抗 体価 が 高 かった． 　 A

STAT 法 に使用し て い るネコ 抗 原中にヒ ョウヒ ダ

抗原 が 混入 していると

え，RAST 抑 制試 験によ り こ の 証明を 試みた．

@RAST 抑制 試 験は，抗原エキスの 力価 の検定，抗原

性 の分析等 に応用 され， また 検 体 中 の特異IgE 抗 体 お

び抗 原 の検 出にも用いられて い る 6 ） 7 ） ． そ こ で ，

コ 抗 原の 特 異 lgE 抗 体測 定系においてヤケ ヒョ

ヒダ ニエ キ ス を イ ン ヒ ビ タ ー とした RAST 抑 制

験を 実 施した．ヤケヒョウヒダニエキ スの 添 加 に

り ネコ 抗 原の 反応 が 抑 制 されれば，測 定 系 の 抗原

ヤケヒ ョウ ヒ ダ ニ 抗 原 が 混 入 し て いるこ ととなる

イ ンヒ ビタ ー に使用 し たヤ ケ ヒョウ ヒダ ニ エ キ ス の

料は，培 養 し たもの を 用 いており， ネコ抗原 の混入

考 え
ら

れ な い ， 実 際 ， ネ コ 陽 性 血 清 を 用 い た CA

@のRAST 抑 制試 験で ，このヤ ケ ヒ ョウヒダニエキスを

ンヒビターと した 場合では 全く抑制が 認 め ら れ
な か

っ
た（ F

． 2a ）． 　 AlaSTAT 法 の RAST 抑制試

にお い て， 　 C − ／ A ＋ では ， 全 例ヤ ケ ヒ ョ ウ ヒ

ニ エ キ ス によりネコ抗 原に 対 する

応のほ と んど が抑 制 さ れ たが，ネ コエキス で は ま っ た く

制 が 認 め ら れ な か っ た ． 　ま た， C ＋／ A ＋例の

ち患者
No

． 3 は ， ネ コ お よび ヤ ケ ヒ ョ ウ ヒダニエ キ ス によ り
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Tableユ Results　of 　specific　lgE　to　cat　and 　house　dust　mite

in　the　sera 　used 　for　RAST 　inhibition　tests

Cat House　dust　mite

PatientSeverity 串
T−IgEIU

〆mlAlaSTATCAP
　RASTAlaSTATCAP 　RAST

IU／m1ClassUA ／ml α assIU ／mlClassUA ／皿 1Class

8

董31821

Moderate

SevereSevereMild

2100470130030DO工11

．932

．145
．67

3222〈0，35
＜ 0，35
く0．35
く 0，35

 

000

＞ 30

＞30

＞3 

＞30

4444 NT ．
63863

．293

N．T．

　5

　5

　5

3
　　
7SevereSevere

　730

＞1600015

．8
＞30341

．034
α824

＞30
＞ 3044

＞loo

＞10066

宰 Severity　assesed 　by　the　method 　of 　Haniffn　J．M ．　and 　Ralka　G，
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

串 ＊N ，T ．；Not　Tested

ほ と ん ど が 抑 制 さ れ た．し た が っ て ， No．　3 の

AlaSTAT に お ける ネコ 抗原の 反応は，ネ コ お よびヤ

ケ ヒ ョ ウ ヒ ダ ニ 抗原 に 対 す る特異 IgE に よ る もの と

考えら れ た．一方，患者 No．　7 で は ， ネ コ エ キ ス の み で

抑制が 認め られ た ．こ れ は ，患者 N （）．　7 の ネ コ 特異 IgE

抗体価が ， No．3 に 比べ て非常に高い こ とに よ る と考え

ら れ た．

　
一
方，CAP 法で は い ずれの 検体で もネ コ エ キ ス の み

で抑制が認め ら れ た．

　 したが っ て ， AlaSTAT 法の ネ コ 抗原に は ヒ ョ ウ ヒ

ダ ニ 成分が混入 して お り， AlaSTAT 法で ヒ ョ ウ ヒ ダ

ニ 抗原の IgE 抗体価が 高い 検体の 場合 ， ネ コ 抗原 の偽

陽性 に 注意 を要 す る と考え ら れ た ．

　 こ の ヒ ョ ウ ヒ ダニ 抗原 の 混入は ， ネ コ 抗原の 原料と

な る ネコ の 飼育環境中に生息する ヒ ョ ウ ヒ ダニ に よる

もの ， または ヒ ョ ウ ヒ ダ ニ と共通抗原性を有する，ネ

コ に寄生 して い る ダ ニ に よ る と考え ら れ る．

　また ， RAST 抑制試験 は こ の ような抗原の 混入 を確

認する方法として有用で ある と考えられた．

　in・vivo 検査 で ある プ リ ッ ク テ ス ト用 の ネ コ ，イヌ お

よ び ニ ワ トリ羽毛の 抗原 エ キ ス 中 に ヒ ョ ウ ヒ ダ ニ 抗原

が混入 して い る こ とが海外 にお い て 報告され て お り，

プ リ ッ ク テ ス トで 偽陽性 と判定され る こ と が問題 と

な っ て い る5｝8〕9）．

　以上 の 結果 よ り，特異 IgE抗体測定キ ッ トに 使用 さ

れ て い る抗原の，環境抗原混入に つ い て 厳格な品質管

理が必要 と考 える．
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